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 会議概要 

会 議 名 足立区こども計画審議会 第３回 

事 務 局 政策経営部 子どもの貧困対策・若年者支援課 

開催 年月日 令和７年２月２１日（金） 

開 催 時 間 午後６時３０分 ～ 午後８時３０分 

開 催 場 所 足立区役所 中央館８階 庁議室 

出 席 者 

【委員】 

藤原 武男 会長 阿部 彩 委員 末冨 芳 委員 

山田 哲也 委員 加藤 泰弘 委員 髙木 政代 委員 

中山 勇魚 委員 小野 茜 委員 菊地 美穂 委員 

田中 優哉 委員 山﨑 衛 委員 太田 せいいち 委員 

しぶや 竜一 委員 ぬかが 和子 委員 水野 あゆみ 委員 

中村 明慶 委員 長谷川 勝美 副会長  

【事務局】 

あだち未来支援室 

伊東 室長 

子どもの貧困対策 

・若年者支援課 

濱田 課長 

子どもの貧困対策係 

今 係長 

子どもの貧困対策係 

清水 

子どもの貧困対策係 

樫村 

若年者支援推進担当 

加美山 係長 

若年者支援推進担当 

済賀 

  

関 係 所 管 

政策経営部 

勝田 部長 

地域のちから推進部 

依田 部長 

福祉部 

千ヶ崎 部長 

衛生部 

馬場 部長 

教育指導部 

岩松 部長 

学務課 

松本 課長 

子ども家庭部 

楠山 部長 
  

欠 席 者 川上 重昭 委員 
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会 議 次 第 
１ 会長あいさつ 

２ こども計画「基本理念（案）」及び「柱立て」について【資料１・２】 

３ こども計画「施策」の検討について【資料３】 

４ 第４回、第５回こども計画審議会の日程について 

５ 事務連絡 

資 料 

第３回 足立区こども計画審議会 次第 

こども計画審議会 席次表 

【資料１】第２回審議会でのご意見を集約 

【資料２】基本理念案をもとにした計画の「柱」（案） 

【資料３】施策の検討方法 

【資料４】ライフステージごとの取組状況 

【資料５】子ども・若者、保護者、地域・関係機関等の取組 
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令和６年度 第３回足立区こども計画審議会 

 

○事務局 

それでは、定刻を少し過ぎましたが、これか

ら始めさせていただきます。ただいまから第３

回足立区こども計画審議会を開催します。本日

はお忙しいところお集まりいただきまして誠に

ありがとうございます。私は子どもの貧困対

策・若年者支援課長の濱田と申します。どうぞ

よろしくお願いいたします。本日次第に入りま

す前に、資料の確認をさせていただきたいと思

います。まず事前に次第とＡ４横の右肩に資料

１と記載した資料。そしてＡ３横のライフステ

ージごとの取組状況と記載した資料の３点を本

日お持ちいただいているかと思います。そのう

ち、次第を除く資料に修正がありましたので、

本日机上に差し替え分を置かせていただいてい

ます。まずＡ４横の資料１の５ページ。施策の

検討方法とタイトルが記載されているページに

一部誤植がありましたので、そちらを修正して

います。それからＡ３横のライフステージごと

の取り組み状況については、先日お配りしてい

るものから、事業の追加等させていただいたも

のがございますので、最終版を置かせていただ

いています。最後に、机上配付した席次表。資

料は以上となります。お手元に足りないものが

ありますでしょうか。大丈夫でしょうか。 

続いて、前回の審議会と同様のご案内となり

ますが、この審議会は足立区こども計画審議会

条例第８条により、会議を公開とさせていただ

いております。会議録についても、ホームペー

ジで公開させていただきますことをご了解願い

ます。発言していただく際には、お手数ですが

お手元のマイクのボタンを押していただきまし

て、マイクのランプが点灯しましたらご発言を

いただいて、終わりましたら再度ボタンを押し

ていただければと思います。それではここから

藤原会長に進行をお願いします。 

 

 

 

１．会長挨拶 

 

○藤原会長 

皆さんこんばんは。寒い中お集まりいただき

ましてありがとうございます。議論の結果、持

ち越しとなる議題が前回ありましたが、今回は、

忌憚のない意見を述べ合って、本当に素晴らし

いビジョンを作っていただければと思います。

本日は阿部先生がご出席されているので、まず

始めに阿部先生からご挨拶をお願いいたします。 

 

○阿部委員 

東京都立大学の阿部と申します。これまでは

審議会に参加することができなかったのですが、

今日皆さんのお顔を見ながらお話をさせていた

だけるということで、大変期待していると共に、

楽しみにしています。皆様のご意見、特に現場

の方からのご意見というのも、私たち研究者に

とっては非常に重要なインプットですので、ぜ

ひ私たちの勉強にもさせていただければと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

 

○藤原会長 

次に、会長挨拶ということで、一言申し上げ

ます。私ども東京科学大学になりまして、その

中で未来社会創成研究院という、という地球外

生命とか宇宙人を研究している地球生命研究所

と、１００年後の未来を研究している未来の人

類研究センターのリベラルアーツの先生方と、

我々ウェルビーイング創成センターの社会医学

者が集まって、１００年後のビジョンを作ると

いうような組織の研究院長を担っております。

今日そのキックオフだったのですが、その中で

ＭＩＴのメディアラボという有名なところがあ

るのですが、そこでのビジョンの話でテクノロ

ジーというのは数年だけれども、本当にいいビ

ジョンというのは１００年持つのだという話を

すごく印象深く聞いていました。今日ここでお

話をする足立区こども計画の理念といったもの

は、まさに１００年続くビジョンになるのだろ

うと思っていて、すごくワクワクしています。
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そういう地に足を付けた現場の活動を足立でや

っていますと皆さんに宣伝をしてきましたので、

いい成果が出たら一つのスピンオフということ

でご理解をいただければと思います。今日も引

き続き活発な議論をよろしくお願いいたします。 

 

２．こども計画、基本理念案、及び柱立てにつ

いて 

３．こども計画、施策の検討について 

 

○藤原会長 

それでは次第２、こども計画「基本理念案」、

及び「柱立て」について。また次第の３、こど

も計画「施策の検討」については一括して事務

局から説明をお願いします。 

 

○事務局 

それでは次第２、３について、事務局の方で

一括してご説明します。本日お配りしているＡ

４横、右肩に資料１と書いてある資料をご用意

ください。最初に前回こちらからお出しした、

こども計画の理念について皆様から様々なご意

見をいただきました。それに基づいて理念を再

考させていただいたのですが、まず前回の審議

会の中で皆様からいただいたご意見を振り返り

たいと思います。 

まず前回事務局から提示した理念ですが、「生

まれ育った環境に左右されることなく、子ど

も・若者が未来へつながる道を選べる足立を作

っていく」ということで、理念をお示したとこ

ろ、各委員から大きくまとめて５点ご意見をい

ただきました。まず基本理念の考え方としては、

一つの理念の中に、子ども・若者の将来像と区

の基本方針の二つが盛り込まれていると分かり

づらい感じがするといったご意見。理念の中に

到達点として目指すべき高いゴールと掲げてい

るが、これは努力し続けるための方向性なのか

といったご意見。常に子ども・若者・家族とい

った当事者と一緒に作っていきますよというこ

とで、どのように理念を作っていくのかといっ

たご意見。子ども観というのを行政計画として

示さないところが多いといったご意見をいただ

いております。 

二つ目としては、子ども・若者の参画の視点

です。こども計画の中でも、こども基本法の中

でも重要な観点として述べられているところで

すが、こちらから提示した理念の中には、参画

の視点が読み取れないといったご意見をいただ

きました。 

三つ目は、幸せという言葉でいろいろご意見

をいただきましたが、将来の幸せというところ

も重要ですが、将来の幸せに向かって進んでい

くためには、今が幸せであることが大事である

といったご意見をいただきました。 

四つ目は、こちらはいろいろと第１回目の審

議会の時に皆様からご意見をちょうだいした中

で、選択という言葉をキーワードとして取り上

げたのですが、選択という言葉には、同時に自

己責任論というところも付いてくるところもあ

りますので、この選択という使い方について、

再考する必要があるということをご意見として

いただいております。 

最後に、生まれ育った環境に左右されること

なく、というところについては、今までの足立

区の子どもの貧困対策に対する取り組みのレガ

シーとして使うことについては、皆様了承をい

ただけたと考えています。 

続いて１ページをめくって下さい。 

今回は前回までの皆様からのご意見を踏まえ

て、区の方針として理念を示させていただくと

いうことで、今回理念１本で示させていただき

たいと考えています。「子ども・若者のウェル

ビーイングをともに考え、生まれ育った環境に

左右されない未来に向かって、ともに進む足立

をつくっていく」。まず、ともに考え、ともに

進むというところが、子ども・若者の参画の視

点と捉えています。今の幸せ、未来の幸せとい

うところについては、子ども・若者のウェルビ

ーイングというところで表現しています。ウェ

ルビーイングについては、多様な価値観があり

ますので、こちらから押し付けるのではなく、

ともに考えていこうという考え方。さらに生ま
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れ育った環境に左右されない未来に向かって進

んで、後押しをしていくというところもあるの

ですが、一緒に進んでいくといったような足立

区を目指していきたいというものを方針として

示しています。 

続いて基本理念の案のイメージです。次のペ

ージに示しています。子ども・若者が家庭環境

ですとか、地域、それから行政等に見守られな

がら、周りからいろいろな支援を受けながら、

前に向かって進んでいく。その中でいろいろな

選択をしながら、いろいろな未来に向かって進

んでいくといったイメージを理念の中に盛り込

ませていただいておりますので、そういったイ

メージの案として入れています。 

続いて、右肩に資料２と記載している資料で

す。先ほどの理念を実現するためにどういう観

点で事業を組み上げていくと理念が達成できる

のかという柱を三つ用意しています。まず一つ

目が、すべての子ども・若者の生き抜く力を育

む。これは子ども・若者に関する取り組み。柱

の二つ目が、安心して子育てができる環境を提

供する。これが子育て家庭への支援。柱の三つ

目が、区が地域・団体等と共に支える仕組みを

整える。これが地域における協働の体制整備に

ついて。これは第１回目の審議会の時に、皆様

からも子ども・若者当事者への支援はもとより、

それを支える子育て家庭についての支援。子育

てというのは家庭だけでするものではなく、地

域全体でするものだというご意見もいただきま

したので、そういったご意見も踏まえてこうい

った柱、三本に整理しています。 

続いて次のページをめくって下さい。 

本日議論をしていただきたいところが、施策

についての話になります。それぞれの柱１、柱

２、柱３。すべての子ども・若者の生き抜く力

を育む。安心して子育てができる環境を提供す

る。区が地域・団体等と共に支える仕組みを整

える。それぞれの柱を実現するためにどんな施

策を実施すると、それぞれの柱を実現できるの

か、理念を達成できるのかというような施策を

検討していただきたいと考えております。今こ

ちらに記載をさせていただいている施策につい

ては、第２期子どもの貧困対策実施計画の中で、

施策として取り上げているものを参考として入

れています。施策についてはこのレベルの内容

を施策とさせていただいて、その下に具体的な

事業がぶら下がる構成になります。今回皆様に

参考資料として、ライフステージごとの取り組

み状況。Ａ３横の資料をお配りしていますが、

施策の議論になるとなかなか意見が出しにくい

といったこともあるかと思いますので、具体的

に足立区がライフステージごとにどんな事業を

実施しているのか、どの層に対して実施してい

るのかといったような資料を示していますので、

こういったことも参考にしていただきながら、

具体的な議論をしていただければと考えていま

す。どんな事業が必要かといった観点でもかま

いません。よろしくお願いいたします。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。補足というか、資料

３を見ていただくといいのかなと思うのですが、

いきなり施策まで降りていったので戸惑った方

もいるかもしれませんが、最初に、各委員に濱

田さん・伊東さんが、各委員に個別に確認され

たとは思いますが、基本方針としての基本理念

の部分と、それに伴う柱立てについて確認をし

て、ご意見があればいただきます。その上で一

気に、柱立てそれ自体の議論と言うよりも、施

策の話をした方が充実するのではないかという

ことで、このようにご説明をいただいています。 

ちなみに、柱立ての構成において意識されて

いるか分かりませんが、有名なブロンフェンブ

レンナーという心理学者が出しているソーシャ

ルエコロジカルモデルというものに基づいてい

て、それによってほとんどの多くの施策が世界

中でできています。子どもを中心にして、その

子どもに直接関わる人たちの支援があって、そ

れを全体で支える環境の支援という枠組みなの

で、この考え方は適切なのではと思います。も

ちろん叩こうと思えば叩けますが、施策段階で

工夫はできると思いますので、ここはいいだろ
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うと考えています。 

まず理念のところですね。「子ども・若者の

ウェルビーイングをともに考え、生まれ育った

環境に左右されない未来に向かって、ともに進

むアダチをつくっていく」ということで、良い

かどうかということ、良いなら良いでそのご意

見も含めてご意見をいただければと思います。

いかがでしょうか。これまで議論に直接関わら

れてこなかった阿部先生、もし何かあればと思

いますが。 

 

○阿部委員 

この基本理念案のところですね。ご説明をい

ただいて、私もその時に意見は言わせていただ

いたのですが。ウェルビーイングという言葉は

より包括的な概念かなと思います。私はかねて

から幸せという言葉があまり好きではなくて。

というのは、幸せって変わりやすいです。それ

に比べてウェルビーイングは、非常に１日１日

で変わる。変わりやすいというのは、例えばど

こかで大震災が起こって、自分がそのニュース

を見ていると、自分は昨日よりも幸せだなと思

うんですよね。あの人たちに比べれば幸せだな

と。私には大事な家族があって幸せだなとすご

く感じるんですよね。でもそれってその人のウ

ェルビーイングが何も変わっていないのに、他

の人を見ていて変わってしまう。そういう意味

で、幸せというのは指標としてはどうかと思う

ところがあったので、ウェルビーイングになっ

たのはとても良いなと思います。 

生まれ育った環境に左右されないというとこ

ろを残したというのも足立区らしくてよろしい

のではないかと。やはりこれも貧困というとこ

ろを忘れずに救っていくというのが、昨今の新

しいこども計画の中ではだんだんと忘れつつあ

る自治体がすごく多い中で、残していただいて

とてもありがたく思います。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。あとは菊地委員から

進むという言葉を言っていただいて、みんなス

トンと落ちてまとまったなと思うのですがいか

がですか。 

 

○菊地委員 

お恥ずかしながらですが、私も自分で前回何

を言ったかなと思ったら、それしか言えていな

いなと思ったのですが。こういう形で使ってい

ただけたこともそうですし、あまりこの文章自

体が強くないというか。本当に一緒に作ってい

きたいといった雰囲気が伝わってきてとてもい

いのではないかと思いました。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。他にご意見はありま

すか。よろしいですか。 

では、シナリオ１。案がまとまった場合の原

稿を読みますと、基本理念の柱立ては事務局案

の通りとして、施策などの検討に進んでよろし

いでしょうか。ありがとうございます。 

では続いて次第３、こども計画、施策の検討

についてに移ります。事務局からの説明があり

ましたが、施策を検討していきますが、お手元

のライフステージごとの取組状況を参考にして

いただきながら、具体的な話をいただければと

思います。これはどこから始めてもいいのです

が、これを見ていただきまして、ご意見をいた

だければと思います。 

 

○阿部委員 

この施策、元々足立区は様々な点で子どもの

健康という観点から始めてくださっているので、

メニューもすごく豊富なので、それ自体本当に

素晴らしいと思うのですが。私は三重県のこど

も計画の策定に関わっていて、そこでは子ども

の貧困の範囲がすごく薄いので、それは私も文

句を言ったのですが。そちらですごく言われた

のが、子どもの安全ということでした。それは

例えば犯罪に巻き込まれないとか、防災といっ

た子どものフィジカルな安全ですとか。それは、

案の柱の２のところに入るのかなと思うのです

が。安全な環境ということ。もしかすると１の
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ところの自分を守る術を身に付けるといったと

ころかもしれませんが、そこら辺が横のピンク

のものでは、防犯プログラムがあるとか書いて

あるのですが、その観点が薄いのかなと思うん

ですね。この頃一番ひどい状況に置かれている

子どもたちをテレビのニュースなどで見るよう

に、ラオスとかに連れていかれてしまった高校

生がいるという状況がある中で、これからのこ

ども計画という点では、安全・安心。安心より

も安全ですね。安全をもう少しグレードアップ

する必要があると思いました。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。年齢的には高めのイ

メージですかね。 

 

○阿部委員 

そうとも限らず、例えば、そういう中には、

防災といった、小学校や保育園の防災対策をき

ちんとするというようなことが含まれています。

こども計画ですので、三重県の方では、非常に

広く取っていたので。必ずしも年齢が高い子だ

けではないかなと思います。 

 

○藤原会長 

では濱田さん、今、現状はいかがですか。 

 

○事務局 

今防災ですとか、そういった観点では足立区

も全体として取り組んでおりますが、子どもと

いう切り口をテーマにして、安全というところ

を特に施策として切り出してやっているという

ことはないと思います。この中には少なくとも

入れてはいないです。この中に入れているのは、

基本的には子どもの貧困対策。 

○地域のちから推進部長 

地域のちから推進部長の依田です。前任が危

機管理部長をやっていたので、防災のお話で言

うと、足立区の全中学校に中学生消火隊という

ものを作っていただいて、その子たちに防災教

育をやっていただいています。避難所によって

ですが、地元の中学生が避難してきた時に、一

緒に手伝ってといった体制を取り入れていると

ころもあります。そうした経験を通じて、災害

時の身の安全も含めて勉強をしていただいてい

る状況がございます。 

 

○阿部委員 

ぜひそういったところも強化していただきた

い。それとネットの犯罪の対策も作っていく、

強化をしないといけないと思います。 

 

○藤原会長 

そうですね。闇バイト対策みたいなこととか、

どうなのでしょうか。されているのでしょうか。 

 

○教育指導部長 

教育指導部長の岩松です。学校でセーフティ

教室というのをやっていて、警察の方をお招き

して、講座を実施したり、情報リテラシーとい

うことで、専門の方を呼んで啓発というのは行

っています。そういったものもここに組み込む

のであれば。 

 

○阿部委員 

そこも含めてより強化をしていく必要がある

のではないかなと思います。そこの中には、金

融プレビレンシーというか、そういったものも

入ってくるかなと思います。今よりもおそらく

強化しないといけないのがこれから１０年なの

かなと思います。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。思い付くことをどん

どん今みたいに言っていく感じでいいでしょう

か。今のことに関連して、闇バイトになぜなっ

ているかというと、パチンコなどに依存してお

金がなくてという背景があると思うんですね。

その依存症に対する教育とか対策ということを、

もうちょっと明確に具体的にやらないといけな

いなと思います。私の研究的なことで言うと、

依存になる背景というのがあって虐待とかトラ
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ウマ体験ですね、そういったことへのケアとい

ったことから、根本的に何かやると、より上流

で防げるのかなと思います。そのあたりが入っ

てくるといいかなと思うのですが。 

 

○衛生部長 

衛生部長です。ずいぶん前からお世話になっ

ております。ありがとうございます。薬物依存

のところでは、薬剤師会などが学校に入って、

薬物の依存の教育などはしておりますが、足立

区は実は喫煙率も高くて、それは結構小学校の

高学年ぐらいから何らかで吸い始めています。

たばこが結局はその後覚醒剤とかにも移ってい

きますので、そこは強化する必要があると思い

ます。この計画の中で学校教育のところと連携

をしながら、指導を展開していくとか。あと私

たちは自殺対策でＳＯＳの出し方教育というこ

とで学校に入っているのですが。そういったこ

ともここに含めていって。トラウマとか虐待を

受けて傷ついたお子さんがどうやってＳＯＳを

発して、誰につながると良いのかとか。そのた

めにつながり先である学校の教員とか、子ども

たちを支援するいろいろな方がどうやってＳＯ

Ｓをキャッチして、それを他の専門職につなげ

るとか、そういったあたりを入れられれば入れ

ていきたいと思いました。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。もうちょっと踏み込

みたいのは、今薬物とおっしゃったのですが、

いわゆる違法薬物ではなくて、風邪薬ですね。

精神神経センターの松本先生からも、パブロン

ゴールドは金パブと言って、金パブが大量に消

費されて、肝臓が肝硬変になった高校生が受診

しに来るらしいです。もちろん極端な例かもし

れませんが。たばこの話も加藤校長からいつか

うかがったりもしています。もう少し普通にア

クセスできるものに対する依存の話もあるのか

なと思います。そのあたり、加藤先生、現場感

を受けてコメントをいただけますか。 

 

○加藤委員 

今お話があった中学生に対するセーフティ教

室だとかそういったことは、本校に限らず、都

立高校のほとんどが、セーフティ教室という名

前でやっています。薬物はほとんどの学校でや

っていると思いますし、それから、性教育です

ね。避妊だとか、少し遅いのではないかと思わ

れる方もいるかもしれませんが、そういったこ

とも本校ではやっています。それから、自殺防

止は東京都の喫緊の課題で、課題なのに高校生

の生命に関する案件は増加傾向にあるので、そ

ういったところもいかに防止するかが大きな課

題になっています。お話を聞いていて、言おう

かなと思ったのですが、高校段階ではなくて、

それ以前の段階でも区としてもおやりになって

いるということで、そこはうまくつながってい

けるといいのかなとも思いました。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。 

 

○中山委員 

今のお話と関連してですが、この施策の一覧

を見ても、小学校高学年から中高生の居場所と

いうか、どちらかというと認知能力の向上とか、

ハンデを抱えた子たちのサポートというところ

は非常に充実していると思うのですが、そうで

ない言葉の付かない悩みとか、上手くいってな

いんだよなとか、学校はつまらないんだよな、

といった子たちが気軽に行けてつながる場所が

ないなと思っていまして。ユースセンターはそ

うかもしれませんが。僕たちのやっている居場

所にも、学校に行っていないとか、通信制の高

校に行っていて、実質ほぼ行っていないという

ようなことで、家に帰っていなくて、「これか

らトー横に行く」とか、「名古屋のドン横に行

く」という感じで。「それもうやめた方がいい

んじゃないの？」と言っても、「そこに行くと

お金も稼げるし、今は家もないから」という感

じで、そういうところに行ってしまう子たちが

いて。つながりないんですよね。特に中学校が
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今我々の学童を卒業した子たちも、地域によっ

ては半分ぐらいが私立に区外進学をしているよ

うな状況で。残った公立の中学に行く子たちが、

話を聞いていると部活がなくなっていたりとか、

小学校まで友達だった子たちが半分近く受験を

してしまって、どさっと抜けてしまうことによ

って、何かつまらないということがあったりし

て。普段放課後は家でゲームをしているとか、

ネットをやっているという状況になってしまっ

ているので、そういう子たちが生き生きと生活

ができる、もしくは親にも学校の先生にも言え

ない悩みを吐き出せたりできるような場所とい

うのが必要なのではないかと思います。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。居場所という中で、

子ども自身が安心することもありますし、そこ

での出会いというか、人との出会いというのも

あるので、非常に重要かなと思います。低学年

の子たちもスクールソーシャルワーカーとして

見られている高木委員、いかがですか。あまり

見えないところも見えている気がしますが。 

 

○高木委員 

先ほど自殺の話が出たのですが、非常に低年

齢化が顕著だなということを、本年度すごく私

どもの方で感じています。今までは中学生以上

かなというケースが多かったのですが、今小学

生がリストカット、あるいは、自殺念慮、死に

たいということを口に出したり、その辺の対応

を命が関わっているので、すぐに緊急対応とい

うことで。たまたま先日も病院に救急搬送とい

うようなことが小学校からありました。そのあ

たりに関わることもありまして、非常にスピー

ドを求められているなという感じがあります。

ですから、中山さんがおっしゃったように、子

どもの居場所が必要。その子たちは特に学校の

先生に聞くと、そんなふうに見えなかった、気

が付かなかったということが多いです。子ども

たちの関係性というのが、水面下で、表に出て

こないところで一体何が起きているのかという

のを、特に今年度は感じているところがありま

す。先ほどの施策の中でＳＯＳの出し方授業が

あるということを、私も言葉は聞いているので

すが、なかなか実際に学校の現場で授業を見た

ことがないので、そういうところも大人たちが

知っていくことも必要なのではないかと思いま

す。子どもたちが自分の気持ちを出せる場所と

いうのは、今後の課題の一つなのかなと思いま

す。 

 

○藤原会長 

子どもの気持ちが出せる場所ということで、

公募委員の皆様、いかがですか。今もそうかも

しれませんし、昔を振り返ってみて、こんな事

業があるといいのではないかとか。 

 

○小野委員 

小野です。居場所、何でも言えるような場所

があるといいなということに関して思い出して

いたのですが。今私は児童養護施設のボランテ

ィアをやりながら、大学１年生から３年生の子

たちとよく会って話をするのですが、オーバー

ドーズが一般化している感じがあって。立て続

けに５人と話したうちの３人ぐらいの子に、「最

近薬を飲んじゃって運ばれてさ」みたいな話と

かを聞いて。その話を違う大学生の子に相談し

てみたんです。「こんなことを言っているから、

仲間だしさ」みたいなことを言うと、「よくあ

る話だから、そんなオーバーに考えすぎなくて

も大丈夫です」みたいなことを言われてしまっ

て、というところもちょっと気になってはいて、

それが実際にどうか分からないのですが。私は

その子たちの１０個上ぐらいのお姉さんみたい

な感じになると思うのですが、その話を数回、

３～４回、月に２回とかの頻度で会うような大

人にすら話してくるというのは、何かしらのＳ

ＯＳだろうなと思っていて。よくよく話を聞い

てみると、家庭にすごく複雑な事情があったり、

何度も精神病院だったり保護され掛けていると

か、虐待で一瞬保護施設にいたとか、いろいろ

な事情があるというのがあって。こんな私にも
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そんなことを言うんだ、と思って。高校生ぐら

いまででたくさんの事業の終わりの線が見えて

いるところがあると思うのですが、大学生とか

に対しても、ちょっとそういうふうに何かしら

言葉を掛けてあげられるような支援というか、

あまりうまく言葉にできないのですが、あると

いいなと感じました。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。他にいかがですか。 

 

○山﨑委員 

山﨑です。今子どもの安全というところから

話がいろいろつながって広がってきて、今居場

所というところに来ていると思うのですが。今

のオーバードーズの話もそうですが、安全って

かなり大事だなというのを今聞いていて思った

んですね。安全教育、防災とか薬物乱用とか、

いろいろなことがされていると思うのですが。

かつて教員をやっていて、今、巡回相談で区内

の小中学校を回って見ているのですが、その○

○教室をやった時に、本当に届けたい子がどの

ぐらい理解して聞いているかというところが一

つ気になるのと、あとは夏休み明けから来なく

なる子って結構出てくるんですよね。そういっ

た子が休んでいる時に教室を開いても、おそら

く届かない。１回で終わってしまうという、そ

ういうことがあると、施策として取り入れて、

年に１回ずつこういうことをやっていきましょ

うとやったとしても、実際に届けたい子どもに

果たして届くのだろうかという懸念が現場感覚

としてはあるかなと思うんですね。 

不登校がかなり増えていますし。子どもの命

の問題というのも、今かなり自殺者が増えてい

るという話も出ていますので、不登校対策も含

めて、居場所というものを考えていかないとい

けないのかなとは思うんですね。スモールステ

ップルームとか、足立区もすごくいい施策があ

るのですが、まだ広がりきっていないというか。

徐々に徐々にという段階だと思うのですが。よ

り拡充して、子どもたちをよりサポートして、

居やすい場所が増えていけばいいなと思います。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。今の話で私の方に寄

せますと、いろいろな現場の学生なり、子ども

たちの生きづらさがあって、オーバードーズと

かもあると思います。その背景に虐待とかある

のですが、根本的にまず生きるベースとしての

貧困というものですね。そこを上げていかない

と、そもそも何をやっても駄目だろうと。いろ

いろな授業をやっても、行きたくても行けない

わけですよね。届けたい人に届かないというと

ころがありまして。まさに今阿部先生がいるか

ら言うわけじゃないですが、そこがインフラと

して、子どものインフラとしての貧困対策とい

うところですね。それをどうやるのかというの

は、事務局の方にお任せをしますが。多分そこ

がまずあるのだろうなと。もう一つは、具体的

な虐待、被虐待児へのケアということですね。

これは僕らの業界ではトラウマインフォームド

ケアとか、トラウマフォーカスド認知行動療法

といった形で、欧米のものが日本でも知見がた

まってきていまして。結構できる先生も増えて

きていて。例えば足立はベースとしての貧困対

策もやるし、それに伴って出てくるトラウマに

対しても、こういうセンターを作って、ここに

常駐させて、病院のネットワークも作って、そ

こにいるのは専門のできる人かもしれないけれ

ど、小児科も精神科も、あるいは一般の内科の

先生もちゃんと研修があって、リファできるよ

うにしていく。それは医療モデルなので、後手

なものですが、やっぱり必要なものだろうと。

その先の問題をより未然に防ぐという意味では

ありなのかなという気がしました。 

現実味は置いておいて、何が必要だろうかと

いうことを議論してみてもいいでしょうか。で

は他にある方、どうぞ。 

 

○田中委員 

前提というか、生き抜く力というのが広い概

念だなと思っていて。この中で先ほどの経済的
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な貧困をまずやった方がいいとか、社会的なつ

ながりが必要だよねみたいな話もあると思いま

すが、ここはカテゴリーを分けていただいて議

論をしていくとか、施策を考えていった方がい

いのかなと思いました。 

先ほどまでの話と関連してですが、格差って

後々に後手に対応すると、どんどん対応するの

が難しくなってくるというか、ウェルビーイン

グが下がりきった状態で対応してはもう遅いと

いうところがあるのかなと思います。できるだ

け早期にというところで、特に未就学段階でも

手を差し伸べていってほしいなというのが、今

小さな子どもを育てる身としては思っています。

うちは比較的安定している世帯だと思うので、

両親がしっかりと子どものケアをしながら育て

ていくようなことができる一方で、それができ

ない家庭だと、小学１年生の入学段階とかでも

結構な差ができてきて、それがその後の格差に

もつながっていくのかなと思うと、親の文化資

本の差とか、家庭環境の差のようなところをし

っかりと埋めていくという施策を採ってほしい

なと思いました。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。そこの部分、私も本

当にそう思っています。事前の打ち合わせでも

事務局の方にも言いました。イチロー・カワチ

先生というハーバード大学の教授が足立に来て

くれた時の講演でも、早期教育の重要性という

ことを言ってくれました。足立区の公立の保育

園に何か非常に充実した教育プログラムをやる

というところが、落とし所だとは思うのですが。

一方で私立の保育園と幼稚園は、何も手を付け

ないのかというところも、ここでの議論として

はなにがしかの連携はあっていいのではないか

というふうな気もしています。 

 

○子ども家庭部長 

子ども家庭部長の楠山と申します。乳幼児期

からの体験とか、レジリエンスとか、自己肯定

感を付けるとかっていうことは当然重要なこと

で。実は来年度、ここには載っていないのです

が、東京スクワクプログラムと言って、各保育

園に最大１５０万円、体験活動をしていただく

お金を補助する制度を開始します。公立・私立

幼稚園対象になっていますので、来年度１００

園ぐらい手が上がっているのですが、公立を含

めて、１５０万円以内でいろいろなところに行

っていただいて、報告書は出さないといけない

のですが、少しでも就学前の段階でそういう活

動をしていく。保育園を支援する形でやってい

きたいなというプログラムが、来年度新規予算

はこれからですが、計上をしているところです。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。私は知らなかったの

ですが、体験をするんですね。未就学児がどこ

かに行くということですか。 

 

○子ども家庭部長 

行ってもいいですし、園のプログラムで使っ

たものを買ってもいいですし。いわゆる何でも

いい形です。 

 

○藤原会長 

それは公立も私立も保育園なんですね。 

 

○子ども家庭部長 

幼稚園も対象です。 

 

○藤原会長 

そういったものもありますが、多分それがど

ういう効果があるかということを評価する枠組

みもないのかなと思いますし。そうしたことも

含めて、ぜひ足立区ではやっていただきたいな

と思います。他にいかがでしょうか。 

 

○小野委員 

小野です。私は結構足立区から送られてくる

広報紙を毎回読んで、今回この公募委員も見つ

けるぐらいはしっかりと見ていたつもりなので

すが、ここに書いてある事業を一つも知らなか
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ったというか聞いたことも見たこともなかった

んですね。なので、行政の方でそういう世帯に

正しい情報が行き渡ることに、同じぐらいのお

金を使った方がいいのではないか。一人親世帯

のことに関して、子ども貧困対策実施計画の報

告書にも、すごくいいものだけど、参加者が少

ないと書いてあったりしていて。その辺結構バ

ジェットを取っていただく、該当する家庭には

ダイレクトにメールだったり、書類を送るぐら

いのリーチを拡大することを優先した方がいい

と、何も知らないなと思ったので、そのように

思いました。 

 

○藤原会長 

すごく重要なご指摘だと思います。それはど

うやったらいいのでしょうか。多分Ａメールと

いうか、足立区と電子的につながっていて、何

かマイナポータルで該当するところにはメール

が行くみたいになるのでしょうか。 

 

○子ども家庭部長 

子ども家庭部長です。来年度、また全家庭に

家庭訪問をする事業を始めます。子育て支援ア

プリというものを１０月から導入することにな

っています。今はウェブ版のそういう子育て支

援のサイトがあるのですが、それをアプリ化す

ることによって、いろいろな施策のご案内を直

接プッシュ型でご案内できるような形です。予

防接種の時期になったら送られたりするのです

が、それ以外の子ども施策についても、直接保

護者に区の状況とかご案内ができるという形で

今検討しているところです。 

 

○小野委員 

ちなみに、今のウェブ版の使用率というか、

アクティブユーザー率ってどんなものなのです

か。 

 

○子ども家庭部長 

分かりません。 

 

○衛生部長 

予防接種アプリであれば、子育てのアプリは

いくつかあるのですが、その中で予防接種のア

プリがあるのですが、大体年齢にもよりますが、

今は６割ぐらいいっています。 

 

○長谷川副会長 

プッシュ型というところでは、最近こういう

話がありまして。小学校のお子さんが通ってい

ると、シーフォースという保護者との連絡のツ

ールがあるのですが、そこに役所からの連絡が

多すぎて、情報が多すぎて、プッシュ型では迷

惑だという話があるんですね。子育てのターゲ

ットでプッシュ型はやるのですが、対象も絞っ

たりはするのですが、逆にプッシュ型が多すぎ

て、もうちょっと絞ってくれという話があった

りですね。なかなかその辺は子育て、これから

プッシュ型を入れますが、そこも一つ難しい問

題だなという感じがしています。 

 

○小野委員 

ＡＩとかの力を借りて、本当にその人に必要

なものだけをお届けされる仕組みとかって届け

られないのですか。 

 

○長谷川副会長 

今ちょうど生成ＡＩはうちの方でも入れて使

い始めたというので、今言ったことはおそらく

これからできるようになると思います。ただ、

今のところはそれがないので、プッシュ型の情

報が多すぎる状況に、今学校の保護者の関係は

なっています。 

 

○藤原会長 

まず入り口のところで母子手帳が電子化され

ます。日本全体として、これは足立区も多分そ

の対応をしようとしているのですか。 

 

○衛生部長 

これからです。 

 



 13

○藤原会長 

これからですよね。例えば母子手帳って日本

が誇るべき素晴らしいもので。何十年も続いて

いて。何ならお母さんの情報まで分かっていい

のですが。母子手帳の血圧とか、予防接種歴と

かって、先生とか看護師さん、あるいは自分で

書いたりするじゃないですか。あれって本当な

のかというふうに私がそれを論文とかに書いた

りすると、突っ込まれるんです。それは電子的

にあるということが非常に重要で、要するに母

子手帳の情報と、産婦人科の情報とか、理想的

にはリンクをされると利活用しやすくなる。予

防接種もそうですね。本当に打ったのかどうか。

シールを貼り忘れていたり、番号を間違うよう

なこともないだろうと。それと同じような形で、

どういう経済状況かということも理論的にはリ

ンクされるはずなんですよね。夢物語としては、

そうしたものが全部ＡＩとかが判定して、この

人に必要な情報、あるいは事業はこれなのでと

いうふうに通知が行くということを、どの自治

体も考えていますけど、どこもできません。 

なぜかというと、母子手帳の電子化をすると

ころは、電子化をすることと、医療情報とか自

治体の情報と連携することがものすごく大変で、

そこにしか注力されていないんですね。どうい

うアルゴリズムでどういう人を拾い出すかとい

うことに関して、全然頭が及んでいないです。

私も何度もトライをしたのですが、全く見向き

もされないので。逆に足立はそこを念頭に置い

たシステムを作りますと言ってやったら、全国

に広まるかもしれません。そのぐらいベンダー

は全然そこまでできていないんですね。という

ことをまずは言っておきたいです。ＡＩがすべ

て解決しますみたいな夢物語はないんです。現

場とやっているとよく分かるので。アルゴリズ

ムを作る側にいるので、データがあればできる

というところは、なかなか連携できない状況に

あるので。だからといってできないと言ってい

るのではなくて、そういう本当に理想的なもの

を掲げて、施策とか事業として落とし込んでい

くということを考えるために今があると思うの

で。貴重なご意見ありがとうございます。 

 

○阿部委員 

私はどちらかというとＡＩとかテクノロジー

反対派の方なのですが。もちろんそういうのも

すごく必要だとは思います。でも、今私たちが

分析した中で、例えばどんな人が学習支援事業

に行くのかとか、子ども食堂に行くのというと、

結局ママ友が多い人です。誘い合って行くんで

すね。たとえ情報があっても、１人ではなかな

か行こうとは思わない。いろいろな子育て事業

をやっていますよと、こんな体験プログラムを

やっていますよと誘い合う人がいないと、なか

なか行かないのではないかと思うんですね。 

そうすると、ママ友を作っておきますかって、

それはなかなか難しいかと思いますが、一つや

れるのは、例えば、ＰＴＡとかの参加率が貧困

層が低いのは分かってはいますけど、それでも

まだ行く方だと思うんですね。ＰＴＡのその場

でこんなのが来週ありますよというようなこと

を宣伝するとか。非常にローテクではあります

が。そうしたら、へえ、そんなのがあるんだ、

って言って隣の人と、いいわね、って言うかも

しれない。もう少し人と人とのつながりの中で

行くことも追求していくべきではないか。孤立

しがちだということはもちろんあるのですが、

だからといって、ｉＰｈｏｎｅでできると期待

するのではなくて、人と何となくつながってい

く。貧困層の中では、ママ友もありますが、ケ

ースワーカーとか、保健師とかが働き掛けた人

が行くんですよ。やっぱり最後は人じゃないか

なと思います。それをただ紙で配るのではなく

て、情報を与えるのではなくて、一緒に行こう

よと言う人が必要かと。昔の言葉で言えば伴走

支援かもしれませんが、それをもうちょっとロ

ーカルレベルでお互いにそういうことができる

ようにしていくのがいいのではないかと思いま

す。 

 

○藤原会長 

おっしゃる通りだと思います。私もそういう
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研究結果を出してきました。 

 

○水野委員 

今、阿部先生のお話をうかがって、私も今子

ども食堂に携わっているのですが、まさにスク

ールソーシャルワーカーの先生方が、不登校に

なっていてネグレクトのご家庭を一緒に連れて

来てくれるんですね。またＳＯＤＡで心の病を

抱えている子たちについても、伴走型で一緒に

来てくれて、子ども食堂は最初は食べているだ

けだったのですが、そのうちお手伝いに来てく

れるようになっています。そういった意味では、

現場で頑張ってくれている先生方の伴走型が大

事だと感じています。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。 

 

○田中委員 

今の話とも関連して、ママ友・パパ友のコミ

ュニティが不足しているというのを実感してい

ます。保育園とかって皆さん働いているので、

忙しすぎてそういったコミュニティを形成する

暇がないというか、そういった機会がないので。

例えば行政がやるものって、平日の昼とか、専

業主婦を対象にしたものとか。あとは明らかに

老人向けだろうみたいなヨガ教室みたいなもの

が多かったりして。若者とか働いているパパ・

ママが参加できるイベントってものすごく少な

いなと思っています。子ども食堂もその一つな

のかなと思いますが、平日の夜自然に集まれる

ような仕組みを作っていただければ、別にわざ

わざ行政が呼び掛けなくてもその中で勝手にマ

マ友とかパパ友のコミュニティはできていくし。

その中でいろいろな情報交換をしたりして、何

かにアクセスできるようにするみたいなところ

ができてくると思います。もう少し対象を絞っ

た形で、特定のところに偏らない形のイベント

を増やしていただけたらなと思っています。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。そうだなと思います。

土日にやること、夜にやることは理論的にはで

きると。 

 

○地域のちから推進部長 

地域のちから推進部長です。地域学習センタ

ーとか私が所管なので、私からお答えをすると、

様々な教室がいろいろありますが、指定管理者

がやってくれていますが、土日が多い。平日の

昼間が多い。議会からもお一人様も含めて平日

の夜間やったらどうですかというお話はいただ

いているのですが、今までチャレンジした結果

としては、教室ごととかはあまり集まらない。

なぜかというと、これは推測ですが、働いてい

る方が多くなってきているところで。実は学習

センターの学習室も昔は夜が多かったんですね。

生涯学習でサークルを作った方が、働き終わっ

て夜やっていたのですが、今その方々がリタイ

アをして、今昼間の方が結局学習室が埋まって

いて、夜は比較的空いているというデータも最

近は出てきています。平日の夜に何らかの教室

をやって集まっていただくというのが、需要と

供給のバランスを見ながらトライをしていくと

いうのは、我々も意識している状況です。 

 

○衛生部長 

衛生部です。子育てのところで言えば、コロ

ナの頃に途絶えたのですが、妊娠期の母親学級。

今はこれファミリー学級と言いますが、４回シ

リーズで３回分は保健センターで、お母さん向

けに平日だったりするのですが。４回目はでき

るだけ土曜日にしています。パパと一緒に来て

いただいて、経験あるかもしれませんが、沐浴

をしたり、先輩パパ・ママの話を聞いたりして、

その４回が終わってから半年後にＯＢ会という

ことで、皆さん生まれたお子さんを連れてきて、

月に１回ＯＢ会をやりながら、ママ友・パパ友

を作っていくというのをやっていました。特に

４回目、パパと土曜日にやるというのは好評で

す。今、日曜日のファミリー学級というのもあ

ります。それは本当にパパと参加ができるので、
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それも好評です。 

ＯＢ会はコロナの頃に中止したことはあるの

ですが、改めてパパも土日に一緒に来られるよ

うな、子どもを理由にするとパパでも疲れてで

も出てくれますので、私たちも増やせるように

検討していきます。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。 

 

○中村委員 

行政の取り組みとして、教育長の中村です。

ママ友・パパ友というところで、小中になりま

すが、ＰＴＡがあります。ＰＴＡ活動が今沈滞

気味です。活発なところは親父の会とか、そう

いったところで交流を図られたりしているので

すが、なかなかそれも進まずで。ＰＴＡも連合

会という形で中学なら中学の連合会、小学校は

小学校の連合会というのがあるのですが、そこ

の連合会からも抜け始めているＰＴＡがあると

いうのが実態です。ただ、そこを何とか今を維

持する、ないしはもっと結束を高める意味で、

連合会に相談をしながら、組織も支援するよう

な助成をして、連合会の活動を活発化して、組

織力を高められないかなとか、そういったとこ

ろは検討しています。いろいろな手立てをしな

いと。つながりを何とか維持することはとても

大事なことだと思っているので、いろいろお知

恵があれば取り組んでいきたいと思います。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。保育園とか幼稚園と

かうちの子たちも経験していて。保育園・幼稚

園と違うところでパパ友・ママ友というと、少

しハードルがあるのですが。例えば送り迎えの

時に、長居ができて、お茶ができて、その時に

一緒にいた人と話せるというだけでだいぶ違う

のだろうなと思うんですね。保育士にパスをし

て、はい、よろしく、というのがすごくもった

いないと思います。本当はそこで保育士と親と

が、昨日家ではどうでしたか？ といったコミ

ュニケーションも多分前提ではされているので

しょうけれども、実際にはなかなか忙しくて、

それができていないというあたりを、サポート

したり。それで場所を開放すると、保育士の拘

束時間が長くなる部分に対しては補助をすると

か、そういうのとかはどうなんでしょうか。現

実的じゃないですか。 

 

○子ども家庭部長 

一応保育士も、その日にあったことを簡単に

は伝えるという形を言っているのですが、なか

なかできていない実態があるかもしれません。

場所は保育園によってはホールで受け渡しをす

るというところもありますし。コロナの前は運

動会とかそういうところで交流がありましたの

で、ママ友・パパ友がおむつの交換の時に話を

することで、ママ友・パパ友の交流は保育園の

場で一番仲良くなるというのが、さっきのファ

ミリー学級もそうですが、働き掛けるような取

り組みはしていければなと思っています。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。他にいかがですか。 

 

○加藤委員 

話題が変わるかもしれませんが、今までお話

があった、人と人とのつながりから子どもの支

援をしていくというようなところで、そういう

話が出たら話をしようと思ったのですが。私は

都立高校の教員ですが、今日は学力検査、入試

の日でした。入試なので、いろいろな中学生が

受験をしてくるわけです。東京都としては、例

えば障がいがあるとか、けがをしているとか、

そういったような場合は、何らかの配慮をしま

す。外国籍で、例えば日本語が不自由な受験者

の場合も、問題文にルビを振ったりとか、条件

はありますが、国語以外は辞書を持ち込んでも

良いといったそういった配慮をしています。 

本校にも外国にルーツを持つ生徒が少なから

ずいます。資料で言うと、真ん中ら辺に外国ル

ーツというところでいろいろと事業があります。
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生徒は本人が日本語があまりできないという生

徒がいます。今日受験した受験者は、まだ日本

に来て間もなくて、日本語を習い始めて３か月

だったのですが、それでここまで回答できるの

かというぐらい、すごくよく頑張っている子で

す。ただ、まだまだ日本語が不自由である。で

も、コミュニケーションは取れるという生徒は

少なくありません。日本の学校に入ろうという

生徒ですから。一方で、保護者が日本語を話せ

ないというのも少なくないんですね。例えば本

校にいる中国語を母語にしている生徒は、なか

なか他の生徒とコミュニケーションが取れない

のですが、非常に向学心があって、国語は今ひ

とつですが、数学や英語は本校はあまり学力的

には高い学校ではありませんが、ちょっと物足

りないのではないかというぐらい力を持ってい

ます。でも、言葉があまりうまくないので、な

かなか友達ができないんですね。そうすると、

１人ではなかなか行きづらい。一緒に連れ添っ

てという話もありましたが、それが外国にルー

ツを持つ子どもはできない。保護者はもっとで

きないという状況があります。そこを何とか支

援できないか。例えば、東京都でも全くやって

いないわけではないのですが、子どもがいる家

庭で通訳ができる支援員をどこかに常駐しても

らって、それを気軽に利用できるような、それ

は学校に伝えたい時に、その通訳を連れてきて、

話をするとかですね。 

それから、少し話は飛びますが、知的障がい

のある方がどこかに遊びに行きたいという時に、

付き添いの仕事というのがあるんですね。映画

に行きたい。買い物に行きたい。動物園に行き

たい。そこに専門の介助員が付き添って、一緒

に行くという仕事があるのですが、支援員が一

緒にどこかに行ったりすると、例えば区の事業

として様々なサービスを展開していると思いま

すが、分からないわけです。どんなサービスを

やっているのか。足立区に住んでいながら。で

もそういった支援員がいると、そういった情報

も入るようになるし、気軽に相談できるという

ようなそういったことがあるといいなと思いま

す。 

事務局の資料の外国ルーツのところで言うと、

外国にルーツを持つ子どもに対する学習支援事

業というのがあって。スマホで調べてみると、

確かにあるのですが、竹の塚の教室は満杯で募

集していませんと出てきます。他の教室は募集

しているところもあるのですが、ネットを見る

限りでは、対象は小学生だけみたいで、高校生

が気軽に活用できる所がない。それから足立外

国ルーツの子ども支援「まるかるネット」があ

りますが、それも高校まで伸びていますが、ど

ういった支援なのかというのが分かりにくいよ

うなところが今ざっと調べただけですが、ある

んですね。いろいろな事業がありますが、当た

り前ですが、レベル感が全然違っていて。うま

く活用ができないようなものもきっとあるので

はないかと思います。現段階では、話があちこ

ちに行きましたが、外国にルーツを持つ子ども、

小中学生は詳しくは分かりませんが、少なくと

も高校生はウェルビーイング状態にはなかなか

なり得ないし、生まれ育った環境に左右されて

いるし、なかなかコミュニケーションが不自由

なので、共に進めないというような現状がある

ので、そういったところにも目を向けて、支援

をするような事業を立ち上げていただきたいと

切に思います。 

 

○藤原会長 

大変貴重なご意見ありがとうございます。 

 

○地域のちから推進部長 

今話題に出ていましたが、外国にルーツを持

つ子どもの居場所を使った学習支援というのは、

うちの地域調整課の多文化共生という担当のと

ころでやっていますので、今現在は竹の塚が人

気の場所で、４０名定員が既にいっぱいです。

それから今東部エリアと西部エリアにこぢんま

りとサテライトで設置をしているのですが、東

部エリアは定員がいっぱいというところで、今

ちょうど予算審議をしていただくタイミングに

なっていますので、令和７年度予算をお認めい
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ただければ、少し拡充をしたいところです。東

西とも中学生まではいいですよと。竹の塚につ

いても人数を多くしますと。原則小中という形

にしているのですが、高校生についても、可能

であればお受け入れをしようかなということで

考えています。それとは別に、日本語家庭教室

というのが、ＮＰＯの方々にやっていただいて

います。今現在２１団体あります。得意ジャン

ル、不得意ジャンルがそれぞれ特徴があるとい

うことでお聞きしていますので、多文化共生の

担当にお問い合わせをいただけると、どこがど

ういう特徴の団体がありますよというのは、多

文化共生の担当が把握していますので、ご興味

があればお問い合わせをいただければと思って

います。なかなか状況は厳しいので、すぐにじ

ゃあそこならとマッチングができるかというと、

そこまで私も情報は持ち合わせていませんので、

参考までにということでご了解をいただければ

と思います。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。二つあるのかなと思

ったのは、一つは外国にルーツを持つ方への日

本語教育の支援ですね。足立の調査で、今年度、

１年生の約７％が外国にルーツがありました。

これは報告書がもうすぐ出ると思います。それ

なりのポーションであると思います。私がアメ

リカにいた時に、アメリカの外国語政策という

のが、小学校は必ずＥＳＬという英語を学べる

ところがあります。中学・高校は、高校とか中

学によるので、ＥＳＬがあるところに行かない

といけないというのはあるのですが、満杯で行

けないということは絶対にないです。なので、

そうした政策というのは、ちょっと考えていた

だきたいなと思いました。 

もう一つ、学校に通訳とかサポートをする人

を置く話なのですが。ただ単にＧｏｏｇｌｅト

ランスレートで日本語にしたからいいでしょと

いうのは、最初はいいのですが、頑張って分か

ろうとしてくれているなというのでいいのです

が、絶対に分かっていないなと思うんですね。

つまり何が言いたいかというと、結局その通訳

というか、その国の言葉は文化を伴っているも

のなので、そこまで分かった人がいないと、な

かなか難しいだろうなと。フィリピンの方は英

語でいいかとは思いますが、微妙に違うんです

よね。フィリピン人にタガログ語で話すとめち

ゃくちゃ仲良くなれるんです。それは私もフィ

リピンに居たので分かるのですが。また留学生

でアフリカからもいるのですが、ガーナは公用

語で英語ですが、使っている英語も微妙に違う

し、宗教性だったり、陽気さだったり、それが

故のダンスとかハグとかがない日本に対しての

焦燥感みたいなものをすごい言ってくるんです

ね。アフリカ系の方はあまり足立にはいないか

もしれませんが、ネパールとかベトナムとかミ

ャンマーとか、それぞれの文化があるというこ

とをやっぱり踏まえた通訳の支援ということも、

どうせやるならそこまで研修したりしてやって

いくような施策があるといいなと思います。何

なら東京外国語大学にはそういうことが分かっ

ている先生たちがいっぱいいて、やりたくて実

はうずうずしているのも私は知っているんです

ね。そこまで広げすぎかもしれませんが、ブレ

ーンストーミングとしては言いたいなと思いま

した。 

 

○加藤委員 

フォローしていただいてありがとうございま

す。今の話、非常に助かったのですが、私が言

いたいのは、日本語の学習支援というよりも、

自分の母国語で気軽に話せる環境を整えてほし

いと、そちらに重点を置いてほしいということ

です。 

 

○地域のちから推進部長 

令和３年から外国人実態調査を区の方で学識

の先生方と一緒に研究という位置付けでやらせ

ていただいていて、令和７年度は、外国人が増

えているのですが、先ほどの外国にルーツを持

つ学習支援事業の中で、子どもたちは比較的勉

強が進んで、日本語ができるように少しずつな
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っていってます。親御さんが当然いるのですが、

うちの区役所の窓口に外国の親御さんが困りご

との相談に来ますかというと、実はあまり来な

いんですね。多分外国人のコミュニティの中で

解決しているのだろうと思っています。どうい

うコミュニティがあるかというのは、区役所で

はまだ把握ができていないので、令和７年度は

そこに挑戦をしてみたいと思っています。そこ

が少しひもとけてくると、今委員の皆様がおっ

しゃっているような母国語でのやりとりですと

か、母国を尊重した生活習慣といったものにも、

少し我々が入っていける可能性はあるのかなと

思ってます。７年度に初めてやってみるので、

どこまで把握できるようになるかは、やってみ

ないと分からないけれど、今取り組む予定にし

ています。 

 

○阿部委員 

外国ルーツの子どもたちに関してですが、お

そらくコミュニティがあるだろうというのは正

しいと思うのですが、そこも出身地によって、

例えばフィリピン国籍の方などは、非常に強い

コミュニティがあったりするのですが、他の国

籍の人はすごく孤立しているところがあったり

するんですね。私は都立大学ですが、都立大学

というのはすべての留学生に１対１のサポート

を付けるんです。あなたはこの人。付いている

のは日本人の学生です。日本人の学生だと親御

さんたちのサポートがあると思いますが、都内

にはものすごくたくさんのいろいろな大学があ

るので、１対１で、その方にマッチして、何か

困ったことがあったらこの人に相談ができると。

「このラベル何？」って写真で送ればそれにつ

いて解説してくれるとか。「こういう通知が来

たんだけど、どうなの？」みたいなことを。本

当に都立大でのチューターシステムというのは、

すごく安いのですが、少なくとも最初の１年間

は留学生は何かあったらこの人に相談ができる

という人ができるんですね。そういったものを

学習支援事業でボランティアをやってくれる大

学生の枠をもう少し広げて、そのようなサポー

トもやってくれるというところをリクルートし

て、事業として展開してはどうかと思いました

ので検討をいただければと思います。 

 

○山﨑委員 

今外国籍の方の話がいろいろ出てきているの

ですが、教育現場にいると、保護者の方はなか

なか日本語が難しいということもあります。今

までの話の中でまとめて考えていくと、ママ

友・パパ友という話が少し前に出てきていて、

ＰＴＡ活動を少し拡大していこうかという話に

なっていたと思います。ＰＴＡ活動を拡大して、

ただ日本語があやふやな状態で参加してくれる

かというと、本当に手を差し伸べたいところの

方々が、やっぱり漏れていってしまう可能性も

あるのかなと思うんですね。だから、外国の方

同士でつながりを持っていくとか、そういうと

ころへのサポートというのもあってもいいので

はないかと思います。 

子どもを見ていると、子どもが学校に入って

しまうと、割となじんでいたりもするのですが、

保護者の方が実際に支援をするのはどうしてい

いか分からないとか、相談先がないというのは、

結構感じているところなんですね。 

伴走者としてそういう時に学校、小中でした

らスクールソーシャルワーカーが家庭の環境に

よっては入っていくことができるとは思うので

すが。そういったところで伴走できる人、こう

いうことができるよ、というのを言ってあげら

れる人がいるというのは心強いのではないかな

というのがまず１点ですね。 

あとは今加藤先生からお話がありましたが、

加藤先生も結構調べて今お話をしてくださった

のですが、私も巡回相談員として行っていて思

うのですが、足立区の不登校政策。私は自分で

全部調べて仕事に入っているんですね。都の研

修であくまでも通級特別教室の巡回相談員とい

う扱いになっていますので、通級の入室判定と

か、発達障がいのあるお子さんに対しての支援

というところが、元々の立て付けでできていま

すので行くのですが、実際に現場に行くと、気
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になる子を見てくださいってなってきた時に、

不登校気味のお子さんを見るという機会が実際

問題かなり多いんですね。 

ただ、それを先生方にアドバイスをする時に、

制度が分からなければアドバイスができない。

だから実は教育現場とか支援する側も調べてい

かないと、どういう施策があるのかというとこ

ろが入ってこないんですね。私も実際にいろい

ろ調べて、学校の先生にも実際にどうかという

のをいろいろ聞きながらやりとりをしていくの

ですが。支援する側もある程度こういうものが

あるというのを、先生方とかスクールカウンセ

ラーが、ソーシャルワーカーはいろいろ動かれ

て連携を取られているので、結構お詳しいかと

思うのですが、そういったところを支援する側

もいろいろな情報をつかんでおいた方がいいの

かなと思います。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。その支援にどういう

制度があるかというところこそ、ＡＩを使うと

いいのだろうなとは思うのですが。ＡＩに時々

刻々と変わる足立の制度を学習させることをや

らないとできないですからね。そこはやること

が必要だろうなと思いました。またスクールソ

ーシャルワーカーに集約されるかもしれなくて、

例えばスクールソーシャルワーカーが全部の学

校に配置されていて、通訳もできたらいいなと

今思ったのですが、無理でしょうか。親支援も

含めて議論を広げたいので、親支援のことも含

めてコメントがあればお願いします。 

 

○高木委員 

最近本当にスクールソーシャルワーカーとい

う言葉が非常にいろいろなところで飛び交うよ

うになって、私はこの仕事を始めて１５～１６

年経つのですが、最初本当にスクールソーシャ

ルワーカーのＳＳＷって、シンガーソングライ

ターしか出てこなかった、そんな時代から今こ

んなに皆さんに期待されているというのが、非

常にうれしいし、何度も挫折をしかけたのです

が、辞めなくて良かったなと思います。いろい

ろと山﨑さんからいつもお話を振っていただい

ているのですが。今、現場はスクールソーシャ

ルワーカーがいろいろな事業に関わり始めてい

て。子どもの貧困の食の支援とかの時も、非常

にびっくりしたのですが、ゴールデンウィーク

の直前にその話が急に降りてきまして。ゴール

デンウィークまでに何とかしなさいというよう

な、いろいろなことがたくさんスクールソーシ

ャルワーカーに期待されているんだなと思うの

で。確かに私たちもある程度の足立区の制度・

施策を知らないと、ご家庭の親御さんにお話が

できないので。足立区ってＡ３の用紙を見るだ

けでもこんなにあるのかって、私も改めて、自

分たちもここまで追い付いていっていないとい

うのが現状なんです。実際に私は自分で足を運

んで見て確認して、それを親御さんとか子ども

に伝えていかないと、意外とそれがずれていた

りとか。私たちも中学生まで支援するので、進

路の相談はしませんが、担任の先生がやるとこ

ろを少しお手伝いをするのに、夏休みを使って、

都立高校の見学ツアーを組んで、行かせていた

だきました。やはりそうしていかないと、実は

高校のことを知っているつもりで話すのですが、

実は分からないこともたくさんありますので、

私たちも日々できるだけ見学の場があったらお

願いしますと言って見に行ったりとか、自分た

ちで足を運んで必ず確認をするようにするぐら

い、足立区もこれからたくさんいろいろなこと

を考えていかないといけないのですが、Ａ３の

用紙を見るとこれだけあって、本当にこれを活

用できたら、もうちょっと支援が行き届くのか

なと思っています。 

先ほど阿部先生からもコミュニティの話があ

ったのですが、本当にフィリピンの方が確かに

ケースで多くて。フィリピンの保護者の方たち

のコミュニティってとても強くて、教会に大体

いらして、いろいろな通帳とかもボスみたいな

方が持っていたりとか。スクールソーシャルワ

ーカーって、いろいろな話を聞いていますので、

人のつながりというのが非常にフィリピンの方
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って上手なんだなって思います。その中に私た

ちもうまく入っていって、いろいろ教えてもら

いながら、お互いに教え合うことが多くて。私

たちが一方的に、こういうのがいいですよ、と

か営業をするわけではない。そこは人と人との

つながりというのが一番根本にあるなと思って

います。 

どんどん世の中便利になってきているのです

が、やはり最終的には同じ今のこの状態のよう

に、同じ空気とか皆さんの表情を見ながら温度

を感じて、お話をしていくと、やはり信頼とい

うところが一番大きいのかなと思っていて。信

頼されないとまずお話を聞いてもらえないです

し、玄関を開けてもらえないので。どんなに担

任の先生につないでもらっても、まずそこの関

係性づくりって本当に時間が掛かるところがあ

りますので。やはり地道な活動というか、やっ

ていくのかなというところではあります。 

本当に支援するっておこがましい言い方です

が、我々も知識を付けたり、いろいろな人と出

会って、その人たちとの関係性というのは非常

に大事にしていかないとなというところがあり

ます。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。様々なキーワードを

いただきました。まずは信頼される関係性づく

りですよね。届けると言っても、もうあと２０

分ぐらいで締めないといけないのですが。議員

の皆さんはいかがですか。 

 

○ぬかが委員 

最初の方に出てきた話の部分なのですが、子

どもたちの自分の気持ちが出せる場所とか、居

場所の関係で私が最近ちょっと思っていること

があって。足立区は地域学習センターが１４か

所あって、図書館とか体育館とかのセットが１

４か所あって、何年か前に、せっかくそんな場

所があるから、足立の子って家でも勉強できる

環境が意外とないし。机とかソファとかあるだ

けで居場所になるのではないかという議論をし

て。全部の地域学習センター、大小違いがある

のですが、廊下みたいなところに机を出してい

るだけとか、いろいろなところにあるのですが。

全部そうやってくれるようになったんですよね。

この前エルソフィアの梅島のところで、ちょう

ど放課後の時間に見ていたら、子どもたちがい

っぱいで。カードゲームをやっている子もいれ

ば、勉強したくてしている子も、小学生と中学

生が主なのですが、これ居場所だなってすごく

思ったんですよ。 

この前水戸で新しい施設に行った時にも、文

化会館なんだけど、ロビーみたいなところがす

ごく広くて。そこにテーブルとかを置いていて、

２階のフロアも３階のフロアも中高生でいっぱ

いなんですよ。場所取りするぐらいいっぱいで。

やっぱりそういうことを考えた時に、何か今あ

るものをそうやって活用して、ここの中に今見

ていたら居場所って、小学生・中学生期だとギ

ャラクシティの地下にあるＧがくえん、これだ

けが書かれているのだけど、そういう今ある施

設をぜひ活用しながら、もっともっといいもの

にブラッシュアップしていけたらと。あれがい

いところは、誰かが付いていて、監視をしてい

るのではなくて、自由に子どもたちが過ごせる

場所というのはすごくいいのかなって。それが

１４か所あって、それにＧがくえんクラブルー

ムがあって、綾瀬のあやセンターぐるぐるも、

放課後の時間は子どもたちがいっぱいいるよう

になって。そうすると、それだけでも１６か所

あって。その辺もメニューがたくさんですが、

やっぱり大事な居場所じゃないかなって。そし

てそれをブラッシュアップしてほしいなと思い

ました。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。地域学習センターは

何時までですか。 

 

○地域のちから推進部長 

９時ですね。ちょっと補足すると、今ぬかが

委員がおっしゃった通り、学習センターごとに
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よってフリーで使える場所の大きさは全然違う

のですが。去年の夏休みから初めて始めたので

すが、夏休みは学習室の一つを子どもの居場所

ということで、夏休み期間中解放して、ご飯を

食べてもいいし、勉強してもいいし、遊んでも

いいしという居場所の事業を去年の夏休みに初

めて始めたんですね。 

 

○藤原会長 

中山委員。そのあたりとプレイパークの活動

って連携していたりするのですか。 

 

○中山委員 

まだ連携はできていなくて。この間学生たち

がエルソフィアに突撃していって、「ここで僕

たち、活動してもいいのですか？」みたいに言

ったんですけど、あえなく撃沈してですね。い

ろいろ決まりがあるので、あまり自由には使え

なくて、決まりに従って申請してみたいな形に

なるので。そのあたりがもうちょっと自由に子

どもの居場所を、夏休みとかも学生とかボラン

ティアとかいるだけでも違うのかなと思ったり

ですとか。保護者支援の話が続いていましたが、

保護者支援はとても必要だと思いますし、重要

だと思う一方、私自身も家庭環境がいろいろあ

って、まさに典型的な兄が非行に走って、高校

を中退して、暴走族に入って、暴力団の人にい

ろいろ取り込まれそうになって、１８の時に家

族でみんな夜逃げするという当事者真っ盛りな

家族だったんです。そうなってくると、親だけ

ではどうにもならないんですね。全くどうにも

ならなくて。最終的にはＮＰＯの人たちに入っ

てもらって、いろいろ弁護士さんとかいろいろ

な人たちが手伝ってくれて、兄も社会復帰がで

きて、僕も無事大学に入れたのですが。 

先ほど阿部先生の話にもあったかと思うので

すが、チューターの話。家族の支援、保護者の

支援もとても大事なのですが、家族以外に誰か

頼れる人とか、つながれる人とか、自分の思い

を話せる人がいるってすごく大事だと思ってい

ます。そこがないと家族とうまく行かない、学

校もつまらない。そういう子たちと話している

と、TikTok とか見ていると、何か同じような若

い１９歳、二十歳ぐらいの悪いやつが、何か悪

いことをしているんだけど、やたら金を持って

いて車を乗り回していたり。実際にトー横とか

行ってみると、最初はすごく優しくて、疑似家

族的なところがあって。ここは自分の居場所か

も、みたいな感じでどんどん取り込まれて。う

ちの兄もまさしくそれに取り込まれて、同年代

の悪いことをしているような人たちがベンツと

か乗っていて、俺もそうやってなるんだみたい

な感じでいろいろだまされていいように使われ

たのですが。そこを防ぐには、家族以外に自分

が信頼できる人とか、僕は４０歳ですが、４０

歳のおじさんでは難しいですね。中学生には、

１９歳、２０歳のイケイケの悪いやつと僕らで

はちょっと難しくて。大学生とか、年も近くて

ちょっと中高生世代からすると、キラキラして

見えたりとか、話を聞いてみようかなと思える

ような人たちがもっと子どもの周りにいてほし

いと思います。そういう地域学習センターとか

が開放されているのであれば、そういうところ

に学生ボランティアがいたり、チューターで付

いたりするだけでも、だいぶ変わってくるので

はないかなと思いました。 

 

○菊地委員 

私も親御さん世帯のことは正直あまり分から

ないので、当事者というか、足立区の小学校・

中学校に通っていた身としての意見しか出せな

いのですが。最初の方にいじめだったり、自殺

だったりみたいな感じの話があったと思うので

すが、私も通っていた時にいじめアンケートだ

ったりとか、そういう薬物防止の教室、交通安

全教室とか、本当にいろいろな教室があったの

ですが、正直あまり真面目に聞いている人がい

なくて。何となく書かされているから書いてい

るだったりとか。逆にこれに書いてしまったら、

先生に後から呼び出されて、いじめっ子と会っ

て、いじめっ子が直接謝ってきたけど、それは

建前で、結局最終的にまた後からグチグチ言わ
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れちゃうだったりとか。そういう公共的なもの

だというのが分かっているからこそ、あえて書

けない。どうしても近いはずなのに、ちょっと

遠くなってしまっている。ＳＮＳは遠いはずな

のに、何だか近くなってしまっていて、ＳＮＳ

関係のトラブルといったものが多発しているの

は、そういうことがあるのかなと思うので。区

として、たくさんアプローチをしていただいて

いるというのは、すごく私自身も伝わってきて、

本当にいろいろされているのだなと思うのです

が。形式張っているというか、やはりどこか気

持ちが遠いのをもう少し寄り添ったというか、

自分に向けたようなものを作れたらいいのでは

ないかなと。中山委員もおっしゃっていたよう

な、本当に心から許せるような場所だったりと

か、より身近に感じられるものが、また家族と

は別の場所にあるというのはすごくいいのでは

ないかとは思いました。 

 

○藤原会長 

貴重なご意見、まさに現場の当事者の声をあ

りがとうございます。 

 

○小野委員 

小野です。今日のお話をうかがっていて、こ

の場には実施する側の人と、意見をする側の人

がいると思うのですが。意見をする側の人から

言うと、実施する側からすると、「いやもうや

っていますよ」っていうことって、ほとんど今

日はそれに該当していたと思うんですね。でも、

それでもやっぱり何か解決していないこともた

くさんあるということは、お金が足りなかった

りとか、バジェットにリミットがあるというこ

とで、多分ほとんどのことがより広くできてい

ないことが多いのではないかなと思ったんです

ね。なので、今言っていることを全部実現しよ

うと、きめ細やかにしようと思うと、もっと広

範囲にしようと思うとお金だけが膨らんでいっ

て、多分不可能だと思うんですね。なので中小

企業支援とかと一緒で、そういうことに取り組

みたい中小企業を支援する方法で、自走をして

もらう形にたくさんのお金を掛けることで、解

決していくというのは、やっぱり行政の立場と

しては難しいものなのでしょうかと思いました。 

 

○福祉部長 

福祉部長の千ヶ崎です。今の議論を聞いてい

てずっと考えていたのが、本丸は何なんだろう

ということだったんです。今おっしゃった寄り

添った支援ということで言うと、今年の４月か

ら福祉まるごと相談課を足立区は作ったんです。

これは今までの縦割りではなくて、間に落ちて

しまうような人たちでも相談を受けますよとい

うことをやるんです。そこで挙がってきた案件

を見ると、今日も職員と話したのですが、相談

員が言うんです。大学に行っていて心配なお子

さんがいるのですが、その子のお金の使い方を

「これでは駄目だと言ってやらないと駄目だと

僕は思うのですが、やっていいですか？」って

言うんです。行政の職員ってそこまでは踏み込

んでいないなというのが実感としてあって。で

もできないという思い込みもあるし、やってい

ないという思い込みもある。でもやろうとした

ら、本当に莫大な人とお金と時間が掛かる。と

すると、どこをどうやってやれば、そういう寄

り添うことができるのか。一方で僕、高齢者の

部門を見ていて、高齢者の中でも訪問介護の人、

お医者さんとか、キーマンが必要なんですよ。

さっき都立大では留学生に１人付けるというこ

とでしたが、キーマンがどうしても必要だと思

っているんです。これまでの役所の相談の中で

も、キーマンがいないから相談を受けても、い

つの間にか流れていくことがあって。僕の結論

としては、キーマンを優先的に付けていかない

といけない人にちゃんと付けていく。チュータ

ーということを言っていましたが、そういうこ

とが大切なのかなと。生活保護も持っているん

です、僕のところで。ケースワーカーがキーマ

ンになるかというと、大学出たての、就職して

１年目、２年目のケースワーカーがそんな困難

な世帯のキーマンになり得るかというと、現実

的には難しいんです。だからやっぱりキーマン
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をどうやって養成して、誰に付けていくのか。

こんなにある制度を、あなたはこれを使った方

がいいですよとアドバイスをしてあげられる、

そういうキーマンをちゃんと作るべきだと話を

聞いていて思いました。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。私もそのように思っ

ています。今までの話にも関わるし、プレイパ

ークも見させていただいて、まさに子どもにと

ってのキーマンになるすごいキラキラした大学

生たちがその場にいたんですよね。中山さんの

ＮＰＯに。でも、プレイパークに来るというか、

公園に来る子としか会えない。大学生を卒業す

ると終わってしまう。持続性の問題があるので、

そこをうまくシステムとして作れるといいなと

思います。アウトリーチをしていく、。公園に

来ることでもいいし、この子ということが分か

れば、ボランティアの子が行って、コンビジッ

トしてサポート・伴走することもありなのでは

ないかと思ったりしました。千ヶ崎さんが言う

ような、スーパーバイズするシステムがあって、

そこは区の職員かもしれない。百戦錬磨の中山

さんかもしれない。いろいろなパターンがある

と思うんですね。マッチングの問題というか。

この人なら話を聞ける、この人なら信じられる

という人って必ずしも一様ではないなと思うの

で。そうしたことがシステムとしてあると素晴

らしい事業になると思いました。 

学識の先生方、何かコメントがあればお願い

します。 

 

○山田委員 

山田です。興味深くお話を聞かせていただき

ました。資料に戻るのですが、資料３の施策は、

以前の足立区の第２期の子どもの貧困対策実施

計画の参考例として割り振っていると理解して

います。今出てきた話とも関わるのですが、こ

ちらの１と３に関わることとして、やっぱり今

日の会議の前半で確認された基本方針の中で、

共に作っていくという時に、子ども・若者がど

うやって柱１、柱３に参加していくかとか、子

ども・若者の声をどう聞いていくかということ

が、施策のレベルでも明文化されるといいかな

と思います。今の柱１の参考には、子どもや若

者は支援されたり、経験を提供される客体にな

っている印象を若干受けるので、その中で子ど

もや若者が意見を出していくこと自体が、生き

抜く力を育むことにもつながるので、その柱１

の中にそういうものがあるといいなと思います

し。柱３の共に支える仕組みを整えるアクター

の一つとして、子どもや若者自身が含まれると

思いますので、そういう形で具体化していく時

に検討していただくといいかなというのが一つ

です。 

それから２点目は、柱の２に関するところで

すが、主に今日の資料だと４ページ目の子育て

家庭の支援というところだと思うのですが。今

日のＡ３の資料の２枚目。保護者への支援とい

うところを見ると、子ども・若者への支援や、

地域関係機関の支援と比べると、やや手薄に見

えるので。ここもせっかく柱１では子どもと若

年者というふうに、ライフステージの切れ目の

なさみたいなことが施策の中に入っているので、

柱の２も青年期の保護者をサポートするような、

そういう項目を明記すると、より整合するのか

なと思いました。これまでのやりとりの中にも

多分そういう趣旨の発言があったかと思います

ので、資料３に照らしてそういったことをぜひ

施策の項目を具体化する時に検討をしていただ

ければと思います。 

 

○藤原会長 

貴重なご意見ありがとうございます。 

 

○末冨委員 

まず基本理念のところは、大変分かりやすく

整理していただいて、足立区らしさがあってい

いかなと思います。特に子どもたち向けにも説

明していくことになるので、共に考え、共に進

む足立というのがキーワードになると思うので

すが。そうした時に、柱の１、２、３ってどう
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分かりやすく伝えていくのかなというところが

さっきから気に掛かっているんですね。山田先

生がおっしゃったように、子ども自身が支援さ

れる方の文言だったり事業がすごく多いのです

が。子ども・若者と作るというのが結構大事か

なと思っています。例えばなのですが、ＰＴＡ

も正直ノルマ感があるんですよね。親がやらな

きゃいけないみたいなところがあるのですが。

私自身は子どもたちがやりたいことをかなえる

ＰＴＡなら、一緒にやりたいみたいな人って多

分増えると思っているんです。特に小学校のＰ

ＴＡっていうのはそういうことが可能なので。

ペアレントティーチャーアソシエーションって

何のためにやっているのかというのは、子ども

のためだったんです、本来の出発点は。みんな

そこを忘れていないか？みたいな。特に全国Ｐ

連とか最近めちゃくちゃなことになっていて、

それで余計にＰＴＡ離脱が加速しているのです

が。そこは置いておいて、せっかくここまで作

ってきて、非加入の人もいらっしゃいますが、

でも多くの親御さんが学校のために役に立ちた

いみたいなモチベーションなんです。学校のた

めじゃなくて、学校で一緒に活動している子ど

もたちのためにやらないかい？というようなと

ころも含めて、柱の文言がもうちょっと何か、

例えば、安心して子育てができる環境を提供す

るってあるのですが。子どもたちのために何か

一緒にやろうとＰＴＡになった時には、安心し

て子育てができる環境って自分たちで作り合っ

たりもしているんですよね。要するに支援され

る客体が、住民や子どもや保護者であるみたい

な。もちろん足立には今までそうやって他の区

では信じられないぐらいすごくいろいろな住民

のアプローチをされているのですが。そこだけ

ではないよねというのは思っています。 

もう少し、共に考え、共に進むとの整合性を

付けていただきたいという。計画マニアになっ

ているので、いかに通っているかがすごく大事

なことで。子どもたちに分かる、共に考え、共

に進むという足立を大事にしているから、柱の

１番目は子どもと若者と共にこれをするよとか、

親たちも支えるけど共に進むというような。そ

の辺のつなぎがあるといいかな。この間に文章

でもポンチ絵でも入れていただいてもいいので

すが。 

それから、今後の審議会での検討事項ですが、

実際の足立の事業の機能の仕方についても気に

なっていることがありまして。明確に何かの条

件に当てはまらないけど、やっぱり子どもを育

てづらいという。低所得でもない。学校の先生

が見ても、割と安定している。だけどお母さん

やお父さんにだけすごくきつく当たる子ってい

るじゃないですか。それが相談しても見えない

時に、すごく追い詰められるんですよね。とい

うようなケースに最近しばしば出会っていて。

それがどこの支援のスキームにも引っかからな

いというのが気になっているんです。例えば障

がいがあるとか、発達障がいのウェイティング

リストに入っているとか、そういう分かりやす

い基準ではない時にも、ちゃんと関われる行政

であってほしいなと思うので。そのあたりのビ

ジョンもちょっとあるといいかなと思います。 

子ども自身が生まれ育った環境に左右されな

いもそうだけど、保護者が今置かれている環境

ですよね。本当にこの子は育てづらいのだけど、

誰もというか、この区の条件に引っかかるもの

がないみたいなところというのをなくしてほし

いなとは思いました。ユニバーサルとターゲッ

トの間。足立の場合、おそらくスクールソーシ

ャルワーカーとかこども家庭センターとかで関

わっていれば見えやすいのですが。自分のケー

スを相談していいのだと思えるようにするため

には、もうちょっとターゲットとユニバーサル

の間にあるようなお子さんたちやご家族に寄り

添うことも結構大事かなと思います。それから

日本語指導とかもそうで。日本語指導の先生が

ちゃんと着任してもらうための条件。日本語が

できないレベルの条件が結構厳しいんです。例

えば大学受験もそうなのですが。日本に住んで

いて３年以上経つと、大学受験のハードルが急

に上がるとか。この国にはいろいろとターゲッ

トとかユニバーサルが急に分断する線がいっぱ
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いありまして。それをすべて足立区から、そう

いう垣根はなるべく取っ払っていって、そのニ

ーズに合った形を追求できないかなと思いまし

た。でもここまできれいに整理していただいて

読みながら、それを考えたということです。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。本当にグレーゾーン

が抜け落ちているというのは、全くその通りで

すね。そこはぜひ何か組み込める、多様性とい

うのは一つのキーワードで、そういう枠組みの

中でグレーゾーンを拾っていけるようなものに

できたらなと思いました。また柱の中に共にと

いうのがあるといいですね。それが明示される

といいのかなと思いました。柱３はありますけ

どね。これも、子ども・若者もお互いに支え合

っていくというようなことですよね。それがも

しかしたら小野委員が言っているような限られ

た資源・財政の中でもやっていけるようなもの

になるのかもしれないと思いました。 

 

○しぶや委員 

本当に今日皆様のお話を聞いて、現実的だな

というような、現実的なことを皆様から意見を

ちょうだいしたというか、参考にさせてもらっ

たなと、非常に勉強になりました。先ほどの山

﨑委員からも、何より行き届かないのが現実で、

行き届くための工夫というのが、いかに施策と

して重要なのかというところが改めて分かりま

した。先ほど菊地委員からのいじめのアンケー

トのことがありましたが、やっぱり未回答の

方々が足立区の中でも多いところで、未回答の

人たちに対するアプローチ。そこで終わりでは

なくて、未回答が多い中でのアプローチも、私

も過去に一度議論をしたことがあったのですが、

また改めてそういったところも拾っていかない

といけないというのが分かりました。 

あとは何より先ほどのプッシュ型のところで、

長谷川副区長から非常にシーフォースというア

プリのところで、親御さんに対しての情報量が

多すぎるという課題があったと思うのですが。

これは若者に限るのですが、若い世代の方々が

おっしゃることは同じで。足立区の公式ＬＩＮ

Ｅって今７万人ぐらい登録しているのですが。

その足立区の公式ＬＩＮＥも一緒で、情報量が

多すぎてなかなか足立区の施策全体も、子育て

の施策に限らず、災害時の大事なことも書いて

あるのですが、なかなかそこで見ないというの

が現状でですね。また公式ＬＩＮＥも７万人か

らなかなか増えていかないということも現状で

あってですね。若者ってコスパとタイパの比率

の良さというか、そういったところを見ていて、

いかに短く効率良く情報が拾えるかというのが、

若者が今求めているところなのかなと。Ｔｉｋ

Ｔｏｋのショート動画を見ていても、なぜ人気

なのか。１００万人以上のトップＹｏｕＴｕｂ

ｅｒの方にも聞いたのですが、そこは短くてい

かに情報が得られるかが大事だと思います。そ

のところを言っていたので、それは区としても、

議会としてもしっかりと解決策に結び付けると

ころなのかなと思いましたので、しっかりと皆

さんの意見を参考に勉強させてもらいました。

ありがとうございました。 

 

○太田委員 

皆さんの意見、様々聞かせていただいて、大

変勉強になりました。一つ感じたことは、今回

の資料をまとめていただいた中で、ターゲット

アプローチとあるのですが、本当に様々な施策

をやっていただいているなと思うのと同時に、

様々なご相談をいただく中で、どうしても抜け

落ちる点がいくつかあるかなと感じています。

例えば学習支援のはばたき塾とかミライゼミを

やっていただいていますが、一方でどうしても

スポーツですとか、音楽とか芸術面で、どうし

てもお金が掛かってしまって夢を諦めざるを得

ないという声もありますので、そういったとこ

ろの支援もできないかなということも思います。

発達障がいの支援はあるのですが、それに似て

いるけれども、ちょっと違う学習障がいの方の

相談も受けていまして。学習障がいの方って周

りの人が特徴を理解して、適切な指導をすれば
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普通に学習ができるのですが。まだまだその辺

の理解が進んでいないなというのを感じていま

す。様々あるのですが、こういったところはタ

ーゲットアプローチですので、しっかりと当事

者のお子さんとかご家族の意見をしっかり吸い

上げる仕組みができていれば、一つひとつ拾い

上げていく仕組みさえあれば、そこはきれいに

埋まっていくことになると思うので。その仕組

みづくりが今後大事なのだろうなと感じて聞い

ていました。 

 

○藤原会長 

ありがとうございます。まだまだ議論がある

と思いますが、今日はまとめなくてもいいとい

うことなので、以上で終わりたいと思います。 

 

４．第４回、第５回こども計画審議会の日程に

ついて 

 

○藤原会長 

では第４回、第５回の日程について事務局か

らお願いします。 

 

○事務局 

本日は様々なご意見をいただきましてありが

とうございました。最後、次の第４回と第５回

の日程についてご案内します。会場の都合によ

り、第４回目については、令和７年の５月２１

日の水曜日。第５回目を令和７年８月２７日の

水曜日に開催したいと考えています。もし日程

に都合の付かない委員がいらっしゃった場合に

は、事前にご説明をさせていただいた上で、開

催までにご意見をいただければ、審議会の場で

共有をさせていただきたいと考えています。 

 

○藤原会長 

ありがとうございました。では今日は本当に

活発な議論、またいつも通りにいただきまして

ありがとうございました。以上で終わりたいと

思います。ありがとうございました。 


